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１
．
は
じ
め
に

　

女
性
活
躍
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
ト
ッ
プ
の
決
意
と
意
思
表
明
、
ま
た
自
ら
率
先
し

て
の
実
践
が
重
要
で
す
。

　

北
九
州
市
で
は
平
成
二
六
年
一
二
月
に
、
当
時
の
北
橋

健
治
市
長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
副
市
長
及
び
局
長
級
職

員
と
一
緒
に「
イ
ク
ボ
ス
宣
言（
※
）」を
行
い
、そ
の
数
ヵ

月
後
に
は
、
全
管
理
職
（
課
長
級
以
上
）
が
自
主
的
に
宣

言
を
完
了
し
ま
し
た
（
全
管
理
職
の
宣
言
は
自
治
体
初
）。

※�

イ
ク
ボ
ス
と
は
、
部
下
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
も
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
を
応
援
し
、
ま

た
、
仕
事
の
成
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
楽
し
む
上
司
の
こ
と

　

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
が
実
施
す
る
「
イ
ク
ボ
ス
充
実
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お

い
て
、
独
自
性
の
あ
る
具
体
的
な
取
組
み
や
、
そ
れ
が
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上
な
ど
の
成
果
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
九
年
度
、
令
和
二
年

度
と
二
回
連
続
で
市
区
町
村
部
門
一
位
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
本
市
が
実
施
し
て
い
る
イ
ク
ボ
ス
養
成
の
取

組
み
と
、
イ
ク
ボ
ス
実
践
を
土
壌
と
し
て
強
力
に
推
進
し

て
い
る
男
性
の
家
庭
参
画
促
進
の
取
組
、
さ
ら
に
女
性
管

理
職
の
登
用
拡
大
に
係
る
動
き
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
．
イ
ク
ボ
ス
の
養
成

（
1
） 

三
つ
の
具
体
的
な
取
組
み

　

本
市
で
は
、
イ
ク
ボ
ス
の
養
成
に
あ
た
っ
て
、
①
学
ぶ

（
研
修
・
宣
言
）、
②
評
価
す
る
（
多
面
評
価
、
業
績
目
標
）、

③
Ｐ
Ｒ
す
る
（
表
彰
）
と
い
う
三
つ
の
取
組
み
を
実
施
し

北
九
州
市

女性職員の活躍女性職員の活躍
ワークライフバランス推進の取り組みワークライフバランス推進の取り組み

北
九
州
市
に
お
け
る
女
性
職
員
活
躍
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
に
向

け
た
取
組
み

北
九
州
市
総
務
市
民
局
女
性
の
輝
く
社
会
推
進
室
次
長

田
端
　
亮
平
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て
き
ま
し
た
。

①
学
ぶ

・
新
任
課
長
級
職
員
へ
の
イ
ク
ボ
ス
研
修

　
�　

本
市
で
は
、
平
成
二
七
年
度
ま
で
に
全
管
理
職
が
イ

ク
ボ
ス
研
修
を
終
え
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
は
、
新
任

課
長
級
職
員
へ
の
必
修
研
修
と
し
て
、
階
層
別
研
修
に

お
け
る
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
講
義
・
演
習

に
加
え
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
イ
ク

ボ
ス
の
要
請
や
、
イ
ク
ボ
ス
の
理
念
を
踏
ま
え
た
具
体

的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
・
演

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

�　

受
講
者
か
ら
は
「
子
育
て
中
の
人
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
人
が
、自
分
の
大
切
な
私
生
活
を
大
事
し
な
が
ら
、

お
互
い
を
支
え
あ
い
、
助
け
合
っ
て
い
け
る
チ
ー
ム
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」「
明
日
か
ら
実
践

し
た
い
こ
と
も
多
々
見
つ
か
り
、
実
践
に
移
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
た
。
ま
ず
は
、
課
題
の
洗
い
出
し
と
職
員

と
の
こ
ま
め
な
情
報
共
有
に
努
め
て
い
き
た
い
。」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
大
変
好
評
で
す
。

　

�　

な
お
、
研
修
の
最
後
に
は
「
北
九
州
市
役
所
イ
ク
ボ

ス
宣
言
書
」
に
署
名
し
、
修
了
後
に
自
席
の
机
の
上
な

ど
部
下
か
ら
見
え
る
位
置
に
掲
示
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

・
係
長
級
職
員
へ
の
プ
レ
イ
ク
ボ
ス
研
修

　

�　

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
係
長
級
職
員
も
部
下
を
持
つ

役
職
者
と
し
て
イ
ク
ボ
ス
の
基
礎
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
同
じ
く
必
修
研
修
と
し
て
、「
イ
ク
ボ
ス
と

は
何
か
」「
イ
ク
ボ
ス
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
」
な

ど
の
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

�　

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、「
イ
ク
ボ
ス
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
部

下
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
お

互
い
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」「
職
場
で
「
育
て
る
」
こ
と
を
意

識
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

②
評
価
す
る

・
多
面
評
価
に
よ
る
「
イ
ク
ボ
ス
一
〇
か
条
」
実
践
の
点
検
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�　

本
市
で
は
、
平
成
一
六
年
度
に
、
管
理
職
に
対
す
る

多
面
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
多
面
評
価

制
度
は
人
事
評
価
の
よ
う
に
昇
任
・
給
与
等
に
直
接
反

映
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
評
価
者
（
管

理
職
）
の
上
司
は
、
被
評
価
者
へ
の
多
面
評
価
結
果
を

参
考
に
人
事
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　
「
北
九
州
市
役
所
イ
ク
ボ
ス
宣
言
書
」
に
記
載
さ
れ

た
「
イ
ク
ボ
ス
一
〇
か
条
」
の
実
践
度
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
八
年
一
月
か
ら
、
こ
の
多
面
評
価
制
度
に
お
い

て
部
下
等
か
ら
四
段
階
（
そ
う
思
う
／
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
そ
う
思
う
／
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い

／
そ
う
思
わ
な
い
）
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
業
績
目
標
に
お
け
る
イ
ク
ボ
ス
関
連
項
目
の
設
定

　

�　

管
理
職
の
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
能
力
・

業
績
評
価
（
Ａ
～
Ｅ
の
五
段
階
）
に
加
え
て
、
目
標
管

理
制
度
（
各
人
の
業
績
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実
践
・

達
成
度
に
応
じ
て
評
価
が
な
さ
れ
る
も
の
）
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

�　

管
理
職
は
、「
イ
ク
ボ
ス
実
践
」
に
つ
い
て
の
目
標

を
各
々
必
ず
設
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援
が

必
要
な
部
下
が
い
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
支
援
内

容
に
つ
い
て
も
必
ず
目
標
に
盛
り
込
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

�　

な
お
、「
イ
ク
ボ
ス
実
践
」
を
含
め
た
業
績
目
標
は
、

年
に
一
回
、
上
司
に
よ
り
そ
の
実
践
度
が
評
価
さ
れ
、

評
価
結
果
は
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

③
Ｐ
Ｒ
す
る
（
表
彰
）

　

�　

平
成
二
七
年
度
か
ら
、
イ
ク
ボ
ス
と
し
て
模
範
的
な

管
理
職
を
表
彰
す
る
「
イ
ク
ボ
ス
表
彰
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
流
れ
と
し
て
は
、
部
下
職
員
か
ら

の
推
薦
の
募
集
⇨
多
面
評
価
の
確
認
や
推
薦
者
等
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
審
査
⇨
市
長
が
表
彰
状
を
授
与
す

る
表
彰
式
の
開
催
⇨
表
彰
者
の
イ
ク
ボ
ス
実
践
の
取
組

み
や
推
薦
者
の
コ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
た
事
例
集
の
全
職

員
へ
の
周
知
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
�　

毎
年
一
〇
名
程
度
を
表
彰
し
、
受
賞
者
は
計
八
○
名

を
超
え
ま
し
た
。

　

�　

推
薦
者
の
中
に
は
、
上
司
に
内
緒
で
応
募
し
、
受
賞
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を
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
す
る
方
も
お
り
、
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

職
場
の
人
間
関
係
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
の
た
め
に

も
、
こ
の
表
彰
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
本
制
度
は
令
和
三
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
）

（
2
） 

取
組
み
の
成
果
と
今
後
の
課
題

　

イ
ク
ボ
ス
養
成
に
つ
い
て
は
、「
イ
ク
ボ
ス
一
〇
か
条
」

の
多
面
評
価
（
全
一
〇
項
目
）
に
お
い
て
「
そ
う
思
う
」

又
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
」
と
評
価
さ
れ
た

管
理
職
の
割
合
を
、
令
和
五
年
度
ま
で
に
平
均
九
五
％
以

上
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
四
年

度
に
目
標
を
達
成
し
、令
和
五
年
度
も
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
や
人
員
体
制
等
の
面
で
、
現
実
的
に

は
実
現
困
難
な
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
働
き
や
す
く
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
の
実
現
に
向
け
て
、
幹
部
や
人
事
部
門

を
含
め
た
組
織
全
体
で
の
変
革
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
と
も
「
イ
ク
ボ
ス
一
〇
か
条
」
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
多
様
な
提
言
を
行
い
や
す
い
風
通
し
の
良
い

組
織
風
土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

３
．
男
性
職
員
の
育
児
参
画
促
進

（
1
） 

イ
ク
ボ
ス
実
践
に
よ
る
男
性
育
児
休
業
取
得
率

等
の
向
上

　

イ
ク
ボ
ス
実
践
の
具
体
的
な
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
二
八
年
度
か
ら
、「
パ
パ
職
員
・
イ
ク
ボ
ス
面
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
①
総
務
市
民
局
女
性
の

輝
く
社
会
推
進
室
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
又
は
生

ま
れ
た
直
後
の
男
性
職
員
の
上
司
を
対
象
に
、
男
性
の
育

児
休
業
取
得
の
意
義
や
面
談
の
方
法
等
に
つ
い
て
資
料
提

供
し
、
②
男
性
職
員
と
上
司
が
育
児
休
業
取
得
の
意
向
や

育
休
取
得
に
伴
う
業
務
整
理
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

③
上
司
が
面
談
の
実
施
報
告
書
を
提
出
す
る
、
と
い
う
流

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
初
（
平
成

二
八
年
度
）、
一
二
・
六
％
だ
っ
た
男
性
職
員
の
育
児
休
業

取
得
率
が
、令
和
五
年
度
は
七
一
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
均
取
得
日
数
も
五
○
・
八
日
と
、
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
四
年
度
か
ら
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
男
性
の
育

児
休
業
取
得
に
係
る
意
向
の
確
認
等
が
義
務
化
さ
れ
て
お

り
、
北
九
州
市
内
の
民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
平
成
二
九

年
度
は
一
・
二
％
だ
っ
た
取
得
率
が
、
令
和
五
年
度
は

三
六
・
三
％
と
、
大
き
く
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
で
は
、
令
和
六
年
八
月
に
策
定
し
た
「
第
五

次
北
九
州
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
一
○
年
度
ま
で
）」
に
お
い
て
、
市

役
所
の
男
性
職
員
及
び
市
内
民
間
企
業
の
男
性
従
業
員
の

育
児
休
業
取
得
率
の
目
標
値
を
、
そ
れ
ぞ
れ
八
五
％
（
二

○
二
八
年
度
ま
で
）、
五
○
％
（
中
間
目
標
）
と
設
定
し

ま
し
た
。

（
2
） 

男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
質
の
向
上

　

本
市
で
は
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
「
率
」
の
向

上
と
と
も
に
、
育
児
休
業
や
そ
の
後
の
育
児
参
画
に
お
け

る
「
質
」
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
パ
パ
ス
イ
ッ
チ
研
修

　

�　

男
性
の
育
児
参
画
の
意
義
や
配
偶
者
の
出
産
前
後
の

状
況
（
体
調
や
精
神
面
な
ど
）
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
で

す
。
従
来
は
任
意
参
加
で
し
た
が
、
令
和
三
年
度
か
ら

は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
又
は
生
ま
れ
た
直
後
の

男
性
職
員
を
対
象
と
す
る
必
修
研
修
と
し
ま
し
た
。

　

�　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
⽇
の
研
修
を
聞
い
て
、
妻
が

出
産
後
⼤
変
な
時
期
に
育
休
を
取
り
た
い
と
思
っ
た
。」

「
育
休
取
得
を
悩
ん
で
い
る
⼈
は
こ
の
研
修
に
参
加
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
是
⾮
続
け
て
ほ
し
い
。」
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

４
．
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
拡
大

（
1
） 

北
九
州
市
の
現
状
に
つ
い
て

　

北
九
州
市
で
は
、
新
規
採
用
職
員
に
占
め
る
女
性
の
割

合
が
平
成
二
六
年
度
に
五
○
％
を
超
え
て
以
降
、
同
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

二
○
四
○
年
に
は
職
員
全
体
の
男
女
比
が
約
半
々
に
な

る
（
令
和
六
年
四
月
時
点
は
三
九
％
）
と
推
計
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
長
期
目
標
と
し
て
「
二
○
四
○
年
の
女
性

管
理
職
比
率
を
四
○
％
」
を
、ま
た
中
間
目
標
と
し
て
「
二

○
三
○
年
ま
で
に
女
性
管
理
職
比
率
を
三
○
％
程
度
」
を

掲
げ
、
様
々
な
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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令
和
六
年
度
の
女
性
管
理
職
比
率
は
一
八
・
七
％
と
過

去
最
高
値
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
令
市
に
お
け
る
順
位
は

依
然
と
し
て
下
位
（
一
四
位
）
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
「
二
〇
二
〇
年
代
の
可
能
な
限
り
早
期
に

指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
三
〇
％
程
度
と
な

る
よ
う
目
指
し
て
取
組
み
を
進
め
る
」こ
と
と
し
て
お
り
、

本
市
も
可
能
な
限
り
早
期
に
三
〇
％
を
達
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
2
） 

今
後
の
取
組
み

　

令
和
三
年
一
一
月
、
局
長
級
以
上
の
全
幹
部
職
員
で
構

成
す
る
「
女
性
の
輝
く
社
会
推
進
！
本
部
」
に
お
い
て
、

「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
女
性
管
理
職
比
率
を
三
〇
％
程
度
」

と
い
う
新
た
な
数
値
目
標
（
中
間
目
標
）
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
従
来
の
「
二
〇
四
〇
年
四
〇
％
」
と
い
う
長

期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
的
な
位
置

づ
け
で
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
①
女
性
係
長
級
等
へ
の
新
た

な
研
修
の
実
施
、
②
全
体
調
整
部
署
へ
の
女
性
の
積
極
的

な
配
置
、
③
人
事
評
価
基
準
等
の
見
直
し
に
よ
る
管
理
職

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
、
④
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

向
け
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
四
つ
の
新
た
な
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

５
．
新
た
な
女
性
活
躍
に
向
け
た
取
組
み

　

令
和
五
年
二
月
、
一
六
年
ぶ
り
に
市
長
が
変
わ
り
、
現

在
は
武
内
和
久
新
市
長
の
も
と
、
女
性
活
躍
を
含
め
た

様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
「
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
で
す
。

（
1
） 

目
的
と
ね
ら
い

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
、
働
く
女
性
の
約
五
割
が
女
性
特

有
の
健
康
課
題
（
月
経
、
更
年
期
障
害
、
乳
が
ん
や
子
宮

頸
が
ん
な
ど
）
に
よ
り
、
職
場
で
困
っ
た
経
験
が
あ
る
と

答
え
て
い
ま
す
。
女
性
特
有
の
心
身
の
症
状
に
対
す
る
理

解
促
進
は
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、「
女
性
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
」
の
取
組
み
強
化
の
一
環
と
し
て
、
三
つ
の
取

組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
2
）
取
組
内
容
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①
「
女
性
の
健
康
検
定
Ⓡ
」
を
市
幹
部
職
員
全
員
が
受
検

　

�　

令
和
五
年
一
一
月
、（
公
社
）
女
性
の
健
康
と
メ
ノ

ポ
ー
ズ
協
会
が
実
施
す
る
『
女
性
の
健
康
検
定
Ⓡ
』
を
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
及
び
局
長
級
の
市
役
所
幹
部

職
員
三
七
名
全
員
が
受
検
し
、
全
員
合
格
を
達
成
し
ま

し
た
。「
女
性
の
健
康
検
定
Ⓡ
」
の
自
治
体
に
よ
る
団

体
受
検
は
全
国
初
の
取
組
み
で
す
。

②
「
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
官
民
合
同
研
修
」
を
開
催

　

�　

市
役
所
の
全
部
長
級
職
員
や
近
隣
自
治
体
の
職
員
を

は
じ
め
、市
内
企
業
の
経
営
者
や
管
理
職
ま
た
は
総
務
・

人
事
担
当
者
な
ど
を
対
象
に
、
令
和
五
年
一
一
月
に
官

民
合
同
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
役
所
内
部
だ
け
で

な
く
、
市
内
全
体
に
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
理
解
促

進
を
広
げ
ま
す
。

③
市
役
所
職
員
向
け
の
「
女
性
の
健
康
通
信
」
を
発
刊

　

�　

産
業
医
に
よ
る
女
性
の
健
康
に
関
す
る
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
女
性
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
職
員
に
対

し
て
理
解
を
深
め
、
市
役
所
全
体
で
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
へ
の
機
運
を
醸
成
し
ま
す
。

　

�　

令
和
五
年
七
月
か
ら
二
ヵ
月
ご
と
に
、
生
理
痛
や
子

宮
頸
が
ん
な
ど
に
か
か
る
記
事
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

（
3
）
今
後
の
取
組
み

　

ま
ず
は
市
役
所
自
ら
取
組
み
に
着
手
し
、
さ
ら
に
は
市

全
体
に
お
い
て
「
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
へ
の
理
解
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
、
女
性
が
元
気
に
活
躍
し
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
高
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

北
九
州
市
は
、
産
業
の
発
展
と
と
も
に
発
生
し
た
公
害

克
服
に
あ
た
っ
て
、「
青
空
が
欲
し
い
」
と
訴
え
る
女
性

を
中
心
と
し
た
市
民
の
力
で
解
決
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
こ
う
し
た
ま
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
脈
々
と
次
の
世
代
に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
を
は
じ
め
、
北
九
州
市
の
女
性
が
さ
ら
に
元
気

に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
人
生
の
選
択
を
行
っ
た

女
性
が
自
分
ら
し
く
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
、
ま
た
安

心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
創
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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北
九
州
市
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
目
指
す
べ

き
都
市
像
「
一
歩
先
の
価
値
観
を
体
現
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

挑
戦
都
市
」、
女
性
の
活
躍
で
そ
の
よ
う
な
ま
ち
の
未
来

に
つ
な
が
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
市
役
所
が
率
先
し
て
企

業
や
地
域
、
市
民
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


